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■電磁弁・方向制御弁使用上の注意
●バルブ
【　注意】 電磁切換弁の取付けは、スプール軸が水平になるようにしてください。
【　注意】 電磁切換弁の最大流量は、機種・回路・使用条件等により異なります。
【　注意】 弁取付け時にエアが入り、誤作動を発生する可能性がありますので、必ずエア抜きを行ってから作動させてく

ださい。
【　注意】 圧力をかけた状態で長時間ソレノイドをONまたはOFFの状態にしておくと作動不良が発生する場合があり

ますので、このような使い方の場合はご相談ください。
【　注意】 ノースプリング　デテント形（2WD－BcA）は、非励磁状態で切換位置を保持する場合に使用します。
　　　　 ただし、Tポート背圧の過渡的な変動、瞬間流量、振動等が大きい場合や、コンタミの量が多い場合にはデテン

ト保持不良が発生する可能性があるので、確実に位置保持を必要とする場合は、常時励磁してご使用してくだ
さい。

【　注意】 電磁切換弁を手動操作する場合は、軸方向に水平に押してください。また鋭利なもので押さないでください。
手動ピンが摺動する内径部に傷がつき、作動不良・外部漏れの原因になります。

【　注意】 取付ボルトの強度区分は、必ず12．9級のものをご使用ください。
【　注意】 バルブの取付ボルトの締付トルクは6～8N・mで締付けてください。締付けがゆるいと外部もれ、締めすぎる

と作動不良になる恐れがあります。
【　注意】 アクチュエータ側の圧抜き時のような瞬間的な場合も含めバルブ仕様を超えるような過大流量が流れる場合

は内部部品が破損する恐れがあります。この場合、圧抜き回路を設けていただくことを推奨します。

●電　気
【　注意】 ACのダブルソレノイドタイプをご使用になる場合は、SOLa・SOLｂを同時通電しない様にご注意願います。

ソレノイドが焼損する恐れがあります。
【　注意】 DCソレノイドを有接点リレーで使用する場合、端子箱内に組み込まれたサージ吸収素子により火花の発生が

少なくなりますが、リレーの溶着に対しては使用条件（リレー機種、動作頻度）により異なります。
【　注意】 バリスタ電圧はDCタイプ110V、ACタイプは470Vです。SSRを使用する場合、SSRの負荷電圧範囲を超

えないことをご確認ください。PLC直結でご使用する場合は、PLC出力カード保護のため、ダイオード付タイ
プもしくはM12-4ピンコネクタタイプを選定してください。

【　注意】 トランジスタ出力カードを使用し、非常停止ボタン等で電源回路を遮断した場合のランプの誤点灯防止にも上
記ダイオードを推奨します。

【　注意】 結線を行う場合、電源を切ってから行ってください。
【　注意】 ダブルソレノイドタイプの場合は、配線容易化の為、端子台にCOM用短絡金具がついていますので、電源コ

モン端子のどちらかに結線すれば、ご使用になれます。SOLa、SOLbが共通コモンを使用しない場合は、端子
台のコモン用短絡金具を外し、ご使用ください。

【　注意】 端子ねじ（M3）の締付けトルクは0．8N・m±10％を目安にしてください。
【　注意】 蓋部のタッピングネジの締付トルクは、1N・m±10％を目安にしてください。
【　注意】 ランプはソレノイドと並列に結線されていますのでソレノイドに関係なく端子台に通電すると点灯します。
【　注意】 仕様範囲外の電圧を印加しないでください。
【　注意】 連続使用を行いますとコイル表面温度が高くなりますので、直接手に触れないよう注意してください。
【　注意】 電気配線は制御弁に適合する電線の種類・太さのものを御使用してください。
【　注意】 M12-4ピンコネクタタイプのコネクタ接続時は、0.39～0.49N・mで締め付けてください。

●作動油
【　注意】 作動油は、石油系作動油（ISO VG22、32、46相当）を油温0～65℃の範囲でご使用ください。
　　　　 範囲外で使用しますと作動不良の原因となります。作動油交換の際は同一銘柄をご使用してください。
【　注意】 作動油の汚染管理は汚染度ISO 11218-12級（NAS1638－12級）以内としてください。作動油が汚染さ

れますと、機器の寿命低下・故障の原因となります。
【　注意】 作動油中に異種の作動油、クーラント液等が入らない様ご配慮ください。
【　注意】 一般的には、水グリコール、脂肪酸エステルに対しては標準のままご使用になれますが、Oリングの適合性を確

認してからご使用になることを推奨します。

■スプール形式
スプール形式は、中立位置における弁内の流れの状態により下表のように分類されます。

種別
スプールの
形　　 式
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形
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中立位置においてすべてのポートは閉じ、油の流れはないが、リーク
および切換時のサージ圧力に注意。
シリンダの長時間定位置保持に使用する場合は注意。

中立位置においてポンプをアンロードし、かつシリンダをフローティン
グする場合などに用いる。
Rポートの背圧によってシリンダが作動することがあるので注意。

BDA形に類似するものであるが、中立位置においてすべてのポート
はセミオープンとなる。BCA形にくらべてショックは小さくなる。
Rポートの背圧によってシリンダが作動することがあるので注意。

中立位置においてPポートの圧力を保持し、シリンダをフローティング
する場合などに用いる。チェック弁を用いたシリンダの保持回路など
に適する。
Pポートのサージ圧力に注意。
シリンダの飛び出しに注意。

BGA形に類似するものであるが中立位置においてA、BポートからR
ポートへの流れをしぼる。
シリンダの飛び出し防止に用いる。

中立位置においてPポートとAポートを閉じ、Bポートを開放する場合
などに用いる。シリンダの長時間定位置保持に使用する場合は注
意。
Pポートのサージ圧力に注意。
シリンダの飛び出しに注意。

BMA形に類似するものであるが中立位置においてBポートからR
ポートへの流れをしぼる。
シリンダの飛び出し防止に用いる。

中立位置においてポンプをアンロードしA、Bポートを閉じる場合など
に用いる。バルブは直列に連結し交互に使用できるが圧力損失お
よびRポートの背圧に注意。
シリンダの長時間定位置保持に使用する場合は注意。
切換位置の流路の記号が他の機種と逆であることに注意。

中立位置においてポンプをアンロードし、Bポートのみ閉じる場合な
どに用いる。

切換過渡期においてすべてのポートは閉じ、油の流れない。切換時
のサージ圧力に注意。
ソレノイドは常時励磁しておくこと。
バルブ取付けの向きに注意。
※デテント付もあります。

切換過渡期においてすべてのポートは通じあう。過渡期にP、A、B
ポートが圧力降下するので注意。
ソレノイドは常時励磁しておくこと。
バルブ取付けの向きに注意。

切換過渡期においてPポートのみ閉じられる。Pポートのサージ圧力
に注意。
過渡期にA、Bポートが圧力降下するので注意。
ソレノイドは常時励磁しておくこと。
バルブ取付けの向きに注意。
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A P B R
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A P B R
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A P B R



C−3

C
電
磁
弁
・
方
向
制
御
弁

■電磁弁・方向制御弁使用上の注意
●バルブ
【　注意】 電磁切換弁の取付けは、スプール軸が水平になるようにしてください。
【　注意】 電磁切換弁の最大流量は、機種・回路・使用条件等により異なります。
【　注意】 弁取付け時にエアが入り、誤作動を発生する可能性がありますので、必ずエア抜きを行ってから作動させてく

ださい。
【　注意】 圧力をかけた状態で長時間ソレノイドをONまたはOFFの状態にしておくと作動不良が発生する場合があり

ますので、このような使い方の場合はご相談ください。
【　注意】 ノースプリング　デテント形（2WD－BcA）は、非励磁状態で切換位置を保持する場合に使用します。
　　　　 ただし、Tポート背圧の過渡的な変動、瞬間流量、振動等が大きい場合や、コンタミの量が多い場合にはデテン

ト保持不良が発生する可能性があるので、確実に位置保持を必要とする場合は、常時励磁してご使用してくだ
さい。

【　注意】 電磁切換弁を手動操作する場合は、軸方向に水平に押してください。また鋭利なもので押さないでください。
手動ピンが摺動する内径部に傷がつき、作動不良・外部漏れの原因になります。

【　注意】 取付ボルトの強度区分は、必ず12．9級のものをご使用ください。
【　注意】 バルブの取付ボルトの締付トルクは6～8N・mで締付けてください。締付けがゆるいと外部もれ、締めすぎる

と作動不良になる恐れがあります。
【　注意】 アクチュエータ側の圧抜き時のような瞬間的な場合も含めバルブ仕様を超えるような過大流量が流れる場合

は内部部品が破損する恐れがあります。この場合、圧抜き回路を設けていただくことを推奨します。

●電　気
【　注意】 ACのダブルソレノイドタイプをご使用になる場合は、SOLa・SOLｂを同時通電しない様にご注意願います。

ソレノイドが焼損する恐れがあります。
【　注意】 DCソレノイドを有接点リレーで使用する場合、端子箱内に組み込まれたサージ吸収素子により火花の発生が

少なくなりますが、リレーの溶着に対しては使用条件（リレー機種、動作頻度）により異なります。
【　注意】 バリスタ電圧はDCタイプ110V、ACタイプは470Vです。SSRを使用する場合、SSRの負荷電圧範囲を超

えないことをご確認ください。PLC直結でご使用する場合は、PLC出力カード保護のため、ダイオード付タイ
プもしくはM12-4ピンコネクタタイプを選定してください。

【　注意】 トランジスタ出力カードを使用し、非常停止ボタン等で電源回路を遮断した場合のランプの誤点灯防止にも上
記ダイオードを推奨します。

【　注意】 結線を行う場合、電源を切ってから行ってください。
【　注意】 ダブルソレノイドタイプの場合は、配線容易化の為、端子台にCOM用短絡金具がついていますので、電源コ

モン端子のどちらかに結線すれば、ご使用になれます。SOLa、SOLbが共通コモンを使用しない場合は、端子
台のコモン用短絡金具を外し、ご使用ください。

【　注意】 端子ねじ（M3）の締付けトルクは0．8N・m±10％を目安にしてください。
【　注意】 蓋部のタッピングネジの締付トルクは、1N・m±10％を目安にしてください。
【　注意】 ランプはソレノイドと並列に結線されていますのでソレノイドに関係なく端子台に通電すると点灯します。
【　注意】 仕様範囲外の電圧を印加しないでください。
【　注意】 連続使用を行いますとコイル表面温度が高くなりますので、直接手に触れないよう注意してください。
【　注意】 電気配線は制御弁に適合する電線の種類・太さのものを御使用してください。
【　注意】 M12-4ピンコネクタタイプのコネクタ接続時は、0.39～0.49N・mで締め付けてください。

●作動油
【　注意】 作動油は、石油系作動油（ISO VG22、32、46相当）を油温0～65℃の範囲でご使用ください。
　　　　 範囲外で使用しますと作動不良の原因となります。作動油交換の際は同一銘柄をご使用してください。
【　注意】 作動油の汚染管理は汚染度ISO 11218-12級（NAS1638－12級）以内としてください。作動油が汚染さ

れますと、機器の寿命低下・故障の原因となります。
【　注意】 作動油中に異種の作動油、クーラント液等が入らない様ご配慮ください。
【　注意】 一般的には、水グリコール、脂肪酸エステルに対しては標準のままご使用になれますが、Oリングの適合性を確

認してからご使用になることを推奨します。

■スプール形式
スプール形式は、中立位置における弁内の流れの状態により下表のように分類されます。

種別
スプールの
形　　 式

記　　　　　号
ス プ ー ル 関 係 図
（ 中 立 位 置 ）

機 能 お よ び 用 途

BCA

BDA

BD1A

BGA

BG1A

BMA

BM1A

AEB

BHA

BcA

BdA

BgA

ス

プ

リ

ン
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ン
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中立位置においてすべてのポートは閉じ、油の流れはないが、リーク
および切換時のサージ圧力に注意。
シリンダの長時間定位置保持に使用する場合は注意。

中立位置においてポンプをアンロードし、かつシリンダをフローティン
グする場合などに用いる。
Rポートの背圧によってシリンダが作動することがあるので注意。

BDA形に類似するものであるが、中立位置においてすべてのポート
はセミオープンとなる。BCA形にくらべてショックは小さくなる。
Rポートの背圧によってシリンダが作動することがあるので注意。

中立位置においてPポートの圧力を保持し、シリンダをフローティング
する場合などに用いる。チェック弁を用いたシリンダの保持回路など
に適する。
Pポートのサージ圧力に注意。
シリンダの飛び出しに注意。

BGA形に類似するものであるが中立位置においてA、BポートからR
ポートへの流れをしぼる。
シリンダの飛び出し防止に用いる。

中立位置においてPポートとAポートを閉じ、Bポートを開放する場合
などに用いる。シリンダの長時間定位置保持に使用する場合は注
意。
Pポートのサージ圧力に注意。
シリンダの飛び出しに注意。

BMA形に類似するものであるが中立位置においてBポートからR
ポートへの流れをしぼる。
シリンダの飛び出し防止に用いる。

中立位置においてポンプをアンロードしA、Bポートを閉じる場合など
に用いる。バルブは直列に連結し交互に使用できるが圧力損失お
よびRポートの背圧に注意。
シリンダの長時間定位置保持に使用する場合は注意。
切換位置の流路の記号が他の機種と逆であることに注意。

中立位置においてポンプをアンロードし、Bポートのみ閉じる場合な
どに用いる。

切換過渡期においてすべてのポートは閉じ、油の流れない。切換時
のサージ圧力に注意。
ソレノイドは常時励磁しておくこと。
バルブ取付けの向きに注意。
※デテント付もあります。

切換過渡期においてすべてのポートは通じあう。過渡期にP、A、B
ポートが圧力降下するので注意。
ソレノイドは常時励磁しておくこと。
バルブ取付けの向きに注意。

切換過渡期においてPポートのみ閉じられる。Pポートのサージ圧力
に注意。
過渡期にA、Bポートが圧力降下するので注意。
ソレノイドは常時励磁しておくこと。
バルブ取付けの向きに注意。
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電磁切換弁（HD※ｰWY※）025型

■特　長
●HD3型（25MPa用）
1．コンパクト設計です。
2．高圧・大容量です。
3．定格流量を増大しました。
4．許容背圧をアップしました。
5．防塵・防水構造は、IEC規定IP65。
　（M12-4ピンタイプはIP67）
6．ランプおよびアース端子は標準装備です。
7．サージキラーは、標準装備です。

●海外規格に対応
　・CE規格

●HD1型（10MPa用）
1．低電力ですのでPLC（プ
ログラマブルロジックコ
ントローラ）でダイレク
ト制御が可能です。（ソ
レノイド特性を参照して
下さい）

使用上の注意 ご使用の際は、取扱説明書をよく
お読みの上、正しくお使いください。

●油浸形の特長を生かすためRポートは、常に油が満たされているように配管してください。
●ノースプリング形のバルブの取付けは、スプール軸が水平になるように取付けてください。
●取付面は、バルブ面と同等（3.2μmRz）に仕上げてください。
●Rポートを詰栓して使用すると、作動不良を起こすことがありますので注意してください。
●デテント付において、ソレノイドに通電せずに保持する場合は、HD3型は背圧を5MPa以
下、HD1型は背圧を2MPa以下にしてください。

●PLC直結でご使用の際はPLC出力カード保護のため、ダイオード付もしくはM12-4ピン
コネクタタイプの電磁弁を選定してください。

■形式説明

ＨＤ3ｰ3WｰBCAｰ０２５DｰＷＹR1（H）
最高使用圧力（注1）
　1 ： 10MPa
　3 ： 25MPa
　5 ： 35MPa
切換機能
　3W ： スプリングセンタ形
　2WD ： ノースプリング　デテント形
　2S ： スプリングオフセット形
弁流路の種類
　機種欄を参照
呼び（サイズ）
　025 ： ISO4401ｰ03ｰ02ｰ0ｰ94に準拠
デザイン記号

オプション機能
　①M12ｰ4ピンコネクタ取出口
　　（HD1ｰ※ｰ※ｰ025DｰWYD2タイプのみ） 
　　　A ： 負荷側－コモン 右側取出し
　　　B ： 負荷側－コモン 左側取出し
　　　C ： 負荷側＋コモン 右側取出し
　　　D ： 負荷側＋コモン 左側取出し
　②クイックリターン機能（注2）
　　（HD※ｰ※ｰ※ｰ025DｰWYR※のみ）
　　　H ： クイックリターン
　③ダイオード付
　　（HD※ｰ※ｰ※ｰ025DｰWYD2のみ）
　　　S ： 負荷側－コモン
　　　T ： 負荷側＋コモン
電圧表示
　D2 ： DC24V
　R1 ： AC100V　　R3 ： AC110V
　R2 ： AC200V　　R4 ： AC220V
配線方法
　WY ： 端子箱 横取出し

（注4）ソレノイドの電流値が高いため、ご使用になるスレーブユニットの選定にご注意ください。

低
圧
タ
イ
プ

高
圧
タ
イ
プ

ＨＤ1ｰＷＹＤ2

ＨＤ1ｰＷＹＤ2（Ａ～Ｄ）

ＨＤ1ｰＷＹＤ2（ＳｏｒＴ）

ＨＤ1ｰＷＹＲ※

ＨＤ1ｰＷＹＲ※Ｈ

ＨＤ3・5ｰＷＹＤ2

ＨＤ3・5ｰＷＹＤ2（ＳｏｒＴ）

ＨＤ3・5ｰＷＹＲ※

ＨＤ3・5ｰＷＹＲ※Ｈ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

CR+バリスタ

ダイオード

ダイオード

整流器

整流器

CR+バリスタ

ダイオード

整流器

整流器

○

○

○

○

○（注4）

■シリーズ選定表

シリーズ
DC AC
電源

低電力 サージアブソーバ M12ｰ4ピンコネクタ クイックリターン デバイスネット対応

（注1）35（MPa）用電磁弁は、025Dシリーズのみの対応となります。
（注2）クイックリターン電磁弁は、切換0FF応答時間が早くなる機能をもった弁です。
（注3）取付ボルトはＭ5ボルトです。

種別
スプールの
形　　 式

記　　　　　号
ス プ ー ル 関 係 図
（ 中 立 位 置 ）

機 能 お よ び 用 途

BcA

BdA

BgA

KcP

BC

BG

CA

ス

プ

リ

ン

グ

オ

フ

セ

ッ

ト

形

切換過渡期においてすべてのポートは閉じ、油の流れはない。
切換時のサージ圧力に注意。

切換過渡期においてすべてのポートは通じあう。
過渡期にP、A、Bポートが圧力降下するので注意。

切換過渡期においてPポートのみ閉じられる。
Pポートのサージ圧力に注意。
過渡期にA、Bポートが圧力降下するので注意。

切換過渡期においてすべてのポートは閉じ、油の流れはない。
切換時のサージ圧力に注意。
Rポートは詰せん（栓）をせず、タンクに配管すること。

スプリングオフセットにおいてすべてのポートは閉じ油の流れはない
が、リークおよび切換時のサージ圧力に注意。

スプリングオフセットにおいてシリンダをフローティングする場合等に
用いる。
Pポートのサージ圧力に注意。

SOL aの励磁においてすべてのポートは閉じ、油の流れはないが、
リークおよび切換時のサージ圧力に注意。

（参考）弁流路の種類
弁流路は、各位置における流路の組合せにより構成されます。各作動位置における流路は、弁内のポートの接続位置により下表のように区分し、
弁流路は各位置における流路を表わす文字を作動位置に並べて表わします。

表示文字

流路の文字

A B C D E F G H K

表示文字

流路の記号

M N P Q R S D1 G1 M1

（注）1.Pはプレッシャーポート、AとBはシリンダなどへの連絡ポート、Rはタンクへの連絡ポートを表わします。
　　2.過渡現象を表わす場合は、表示文字を小文字とします。
　　3.表示文字のうち添え数字1はA、Bポートの流路をしぼるものを表わします。（添え数字の大きさは大文字と同等する。）

注）切換弁の種類によって、製作出来ないスプール形式がありますので、各切換弁の「機種」をご確認ください。
　 尚、「機種」に掲載されていないスプール形式については別途お問い合せください。

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A P B R

A P B R

A P B R

A P B R

A P B R

A P B R

A P B R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R

A B

P R


